
＜原稿の種別＞  ←10pt・ゴシック・左詰め 

             『研究論集』原稿作成要領 ←14pt・太ゴシック・中央 

                   ―写真印刷について―       ←11pt・太ゴシック・中央 

１行スペース 

複数執筆者の氏名と      長野太郎    信州大学教育学部教育科学講座 ←11pt・太ゴシック・中央 

所属の先頭をそろえる→  善光寺太郎  信州大学教育学部附属長野小学校    

１行スペース 

  キーワード：信州大学，教育学部，研究論集，原稿，作成要領  ←10pt・ゴシック・中央 
１行スペース 

１．はじめに   ←章見出し・10pt・ゴシック・左詰め 

原稿はＡ４用紙（縦 297mm，横 210mm）を用いて作成し，余白は天 25mm，地 50mm，

左右 40mm（「一太郎」で作成する場合は，左右34mm ）とする。余白部分がカットされ，

原寸大で B5 に白黒写真印刷される。体裁を整え，不鮮明な部分がないようにすること。

14 ページ以内とする。 

和文は横書きの場合，原則として，本文が明朝体 10pt，１行 40字程度，36 行程度とし，

句点は[。]，読点は[，]を用いる。縦書きの場合，１行 32字程度，21 行程度の上下 2段構

成（段間 10mm程度）とし，その他の書式は横書きの場合に準ずるものとする。本文中の

数字のフォントは，適宜統一すること。 

英文の場合は，原則として，フォントをTimes New Roman で 10pt，１行 80字程度，36

行程度とする。和文のゴシックに相当するフォントとして Arial を用いる。 
１行スペース 

２．タイトル・副題・所属・氏名の書き方 

  原稿１ページ目の 1行目に原稿の種別（学術論文，研究報告，実践報告，資料紹介，等）

を＜＞囲みで記入する。２行目に原稿の題目（副題がある場合には３行目），１行空けて執

筆者名および（投稿時の）所属，１行空けてキーワード（3～5 語），1行空けて本文を書き

始める。和文の場合，本稿の網掛けにある指示に従うものとし，英文の場合はすべてのフ

ォントを Arial とし，位置や ptの大きさは和文の場合に準ずるものとする。英文名は，姓，

名の順番とし，姓は全て大文字，名は語頭を大文字以下小文字とする。 
 １行スペース 

３．見出しおよび本文の書き方 

 本文を章，節，項に区切る場合は，章の見出し番号は １． ２． ･･･（全角），節の見出

し番号は1.1  1.2  ･･･（半角），項の見出し番号は (1)  (2)  ･･･（半角）とし，行の左

からゴシック体（英文の場合は，Arial）で書き，本文はこれと行を変えて 1コマ空けて書

き出すものとする。ただし，章を変えるときは，1 行スペースを空けるものとする。 

3.1  図および表  ←節見出し・10pt・ゴシック・左詰め 

 図（写真を含む）および表は本文中の適切な位置に貼り込むこと。図の題は図の下に、

表の題は表の上に，8pt，明朝体を用いてつけること。原則として図表には枠をつけない。 



3.2 引用および参考文献 

本文中での引用は，投稿者の学問領域の慣習に従って行い，引用文献 (References) また

は参考文献 (Bibliographies) を記載すること。見出し（引用文献，または参考文献）は，ゴ

シック体で中央揃えにし、番号はつけない。フォントの種類およびサイズは，本文と同様

にする。 

3.3 注，脚注，および謝辞 

原則として，注および謝辞は引用文献または参考文献の前に置く。見出し（注、および

謝辞）は，ゴシック体で中央揃えにする。フォントの種類およびサイズは、本文と同様に

する。脚注を設ける場合には，実線によって本文と区別し，8pt の明朝体を使用し，行間

は本文の 80%程度とする。 
 １行スペース 

４．その他の注意事項 

 審査または校閲後は，執筆者による校正の機会はないので，誤字・脱字などのミスがな

いよう慎重に作成すること。投稿された原稿は原則として返却しない。 

原稿は，オフセット印刷できるような体裁で原本１部を提出し，学術論文の場合はコピ

ー２部を添えること。コピー２部には，執筆者名と所属，執筆者が判明するような記述を

伏せること。原稿には通しのページ番号を鉛筆書きで右上に付すこと。また，原稿の電子

ファイルを提出すること。その際，Word 以外のソフトで作成されている場合，PDF 化し

たファイルも合わせて提出すること。 

「信州大学教育学部研究論集 提出届」は，印刷１部と電子ファイルを提出すること。

日本語以外の言語を使用する場合（英文題目を含む）には，執筆者の責任において，母語

話者のチェックを行うこと。 
 

英文論文の例 

 
<Article Type>  ←10pt, Arial, left alignmed 

Main Title of the Article:   ←14pt, bold, Arial, centering 
                   Subtitle of the Article        ←11pt, bold, Arial, centering 

1 blank line 

NAGANO Taro   Faculty of Education, Shinshu University ←11pt, bold, Arial, centering 

ZENKOJI Taro   Nagano Elementary School, Shinshu University 
1 blank line 

Keywords: Shinshu University, Education, Journal, paper, format ←10pt, Arial, centering 
1 blank line 

1. Introduction ← Heading, 10pt, Arial, left alignment 

     The font for the body is Times New Roman (10pt). 
 


